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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 21,016 7.9 3,591 23.3 3,694 27.4 1,697 △7.8
2024年3月期第3四半期 19,467 2.2 2,911 12.1 2,899 19.6 1,842 △19.4

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　1,457百万円 （△49.6％） 2024年3月期第3四半期　　2,897百万円 （△28.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 33.77 33.75
2024年3月期第3四半期 36.73 36.69

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第3四半期 108,567 61,317 53.9 1,165.58
2024年3月期 110,461 60,765 52.6 1,157.84
（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 58,615百万円 2024年3月期 58,109百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 7.00 ― 10.00 17.00
2025年3月期 ― 9.00 ―
2025年3月期（予想） 11.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,024 19.6 4,240 33.2 4,343 36.8 2,404 19.0 47.82

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無
新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 ― 社 （社名） ―

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、[添付資料]８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 52,979,350 株 2024年3月期 52,979,350 株
② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 2,690,743 株 2024年3月期 2,791,683 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 50,263,953 株 2024年3月期3Q 50,148,510 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
　その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる
　条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、[添付資料]３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
　る説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年12月31日）における当社グループの事業環境は、航空業界

において円安や物価高といった厳しい状況に直面する中、旺盛な訪日需要等に支えられ好調に推移しました。一

方、原材料費の高騰や人手不足による物流費・人件費の上昇が、建築費をはじめ物価全体に影響を及ぼしており、

引き続き注意が必要な状況です。

　このような状況のもと、当社グループの連結業績につきましては、既存物件の賃貸条件の見直し、臨時使用によ

る賃貸収入、貨物地区の生鮮センター稼働に係る再配置、ノンアセット事業における物件増による賃料収入等の増

加、給排水事業における給排水使用量の増加や昨年度実施された公募入札における給排水単価の見直し等により、

売上高は21,016百万円（前年同期比7.9％増）となりました。営業利益は、物価上昇による諸経費の増加もありま

したが3,591百万円（同23.3％増）となりました。経常利益は匿名組合等投資利益や受取配当金等の増加により、

3,694百万円（同27.4％増）となりましたが、羽田空港一丁目地区内の一部の賃貸用施設について減損損失を計上

した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,697百万円（同7.8％減）となりました。

　セグメント別の業績は、次の通りであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、従来の「不動産事業」、「熱供給事業」及び「給排水運営その他事業」の

３区分から、「空港内不動産事業」、「空港外不動産事業」、「空港内インフラ事業」及び「その他の事業」の４

区分にセグメントを変更しております。

①空港内不動産事業

　空港内不動産事業は、既存物件の賃貸条件の見直し、臨時使用による賃貸収入、羽田空港における貨物地区の生

鮮センター稼働に係る再配置による賃料収入等の増加により、売上高は12,707百万円（前年同期比6.5％増）、セ

グメント利益は2,874百万円（同30.4％増）となりました。

②空港外不動産事業

　空港外不動産事業は、ノンアセット事業における物件増による賃料収入の増加により、売上高は2,371百万円

（同6.2％増）、セグメント利益は877百万円（同0.8％増）となりました。

③空港内インフラ事業

　熱供給事業における冷温熱の販売量の増加及び給排水運営事業における給排水使用量の増加や前述の給排水単価

の見直し等により、売上高は5,350百万円（同13.0％増）となりました。セグメント利益は、759百万円（同13.4％

増）となりました。

④その他の事業

　在外子会社における海外事業を主とするその他の事業は、円安の影響により、売上高は588百万円（同1.2％増）

となりましたが、セグメント利益は222百万円（同6.3％減）となりました。

- 2 -

空港施設㈱　（8864）　2025年３月期　第３四半期決算短信



（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、ノンアセット事業における事務所ビル取得に伴う販売用不動産

の増加があるものの、建物等の償却進行や羽田空港一丁目地区における減損損失計上による有形固定資産の減少等

により、前連結会計年度末比1,893百万円減少の108,567百万円となりました。

（負債）

　負債は、国有財産年間使用料の未払費用計上による増加があるものの、リフォーム工事等の支払いによる未払

金、支払手形及び買掛金の減少や長期借入金の返済による減少等により、前連結会計年度末比2,445百万円減少の

47,250百万円となりました。

（純資産）

　純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末比551百万円増加の61,317百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は53.9％と前連結会計年度末に比べ1.3ポイント増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年５月10日に公表いたしました予想を修正しております。

　詳細については、本日（2025年１月30日）公表いたしました「2025年３月期通期業績予想及び配当予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,849,304 9,807,626

売掛金 1,410,637 1,374,138

リース債権及びリース投資資産 10,951,505 10,693,143

営業貸付金 3,720,272 3,270,198

商品 2,723 3,797

販売用不動産 10,831,897 13,636,282

原材料及び貯蔵品 13,719 15,381

その他 712,565 1,689,822

流動資産合計 38,492,624 40,490,391

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 42,593,894 38,800,329

機械装置及び運搬具（純額） 5,006,369 5,599,742

工具、器具及び備品（純額） 139,598 115,043

土地 10,803,731 10,803,731

建設仮勘定 562,390 420,889

有形固定資産合計 59,105,983 55,739,736

無形固定資産

ソフトウエア 352,344 269,945

ソフトウエア仮勘定 － 18,198

その他 34,988 34,611

無形固定資産合計 387,332 322,755

投資その他の資産

投資有価証券 11,457,003 10,867,574

繰延税金資産 174,873 342,780

退職給付に係る資産 264,687 236,850

その他 589,487 578,141

貸倒引当金 △10,267 △10,267

投資その他の資産合計 12,475,784 12,015,079

固定資産合計 71,969,101 68,077,571

資産合計 110,461,725 108,567,963

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,968,324 1,004,538

１年内償還予定の社債 － 100,000

短期借入金 3,313,450 3,427,354

未払金 2,202,160 735,592

未払法人税等 743,214 495,827

未払費用 97,543 1,673,173

前受収益 1,027,169 1,838,700

賞与引当金 144,273 80,810

役員賞与引当金 28,850 21,637

固定資産撤去費用引当金 111,862 40,804

資産除去債務 110,000 113,000

その他 308,045 459,258

流動負債合計 10,054,894 9,990,698

固定負債

社債 6,100,000 6,000,000

長期借入金 22,730,159 20,217,694

長期預り保証金 6,405,904 6,682,135

長期未払金 121,010 79,921

役員退職慰労引当金 6,786 7,071

繰延税金負債 51,626 50,822

資産除去債務 4,225,522 4,222,522

固定負債合計 39,641,008 37,260,167

負債合計 49,695,902 47,250,866

純資産の部

株主資本

資本金 6,826,100 6,826,100

資本剰余金 6,982,890 6,985,036

利益剰余金 42,025,075 42,768,334

自己株式 △1,546,962 △1,491,046

株主資本合計 54,287,102 55,088,425

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,413,935 2,033,485

為替換算調整勘定 1,408,697 1,493,556

その他の包括利益累計額合計 3,822,632 3,527,041

新株予約権 22,923 13,022

非支配株主持分 2,633,164 2,688,607

純資産合計 60,765,822 61,317,097

負債純資産合計 110,461,725 108,567,963
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 19,467,904 21,016,768

売上原価 15,028,432 15,792,851

売上総利益 4,439,471 5,223,916

販売費及び一般管理費

役員報酬 157,712 150,951

給料及び賞与 555,072 563,918

賞与引当金繰入額 63,184 58,553

役員賞与引当金繰入額 18,232 21,637

役員退職慰労引当金繰入額 3,069 3,069

旅費交通費及び通信費 60,542 63,112

減価償却費 82,566 83,660

租税公課 98,883 131,094

その他 488,493 556,167

販売費及び一般管理費合計 1,527,755 1,632,164

営業利益 2,911,716 3,591,752

営業外収益

受取利息 1 47

受取配当金 83,516 130,478

受取手数料 21,881 26,828

匿名組合等投資利益 59,930 150,627

為替差益 1,795 614

その他 52,174 92,395

営業外収益合計 219,301 400,991

営業外費用

支払利息 203,385 236,460

固定資産撤去費用 27,899 24,628

その他 4 37,165

営業外費用合計 231,290 298,255

経常利益 2,899,727 3,694,488

特別利益

投資有価証券売却益 － 124,990

特別利益合計 － 124,990

特別損失

固定資産除却損 1,678 23,388

ゴルフ会員権退会損 3,000 －

減損損失 － ※ 1,223,100

特別損失合計 4,678 1,246,489

税金等調整前四半期純利益 2,895,048 2,572,989

法人税等 956,720 819,812

法人税等合計 956,720 819,812

四半期純利益 1,938,328 1,753,176

非支配株主に帰属する四半期純利益 96,128 55,442

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,842,199 1,697,734

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 1,938,328 1,753,176

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 139,651 △380,450

為替換算調整勘定 819,773 84,859

その他の包括利益合計 959,425 △295,590

四半期包括利益 2,897,753 1,457,585

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,801,624 1,402,143

非支配株主に係る四半期包括利益 96,128 55,442

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

空港内
不動産事業

空港外
不動産事業

空港内
インフラ事業

その他の
事業

計

売上高

(1)外部顧客への売上高 11,924,340 2,231,922 4,731,028 580,613 19,467,904 － 19,467,904

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
200,247 － 686,865 7 887,120 △887,120 －

計 12,124,587 2,231,922 5,417,893 580,620 20,355,024 △887,120 19,467,904

セグメント利益 2,203,799 869,280 669,046 237,644 3,979,770 △1,068,054 2,911,716

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

空港内
不動産事業

空港外
不動産事業

空港内
インフラ事業

その他の
事業

計

売上高

(1)外部顧客への売上高 12,707,329 2,371,186 5,350,190 588,062 21,016,768 － 21,016,768

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
202,708 － 752,574 12 955,295 △955,295 －

計 12,910,038 2,371,186 6,102,765 588,074 21,972,064 △955,295 21,016,768

セグメント利益 2,874,098 877,092 759,206 222,521 4,732,919 △1,141,166 3,591,752

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,068,054千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,141,166千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは、中長期経営計画（2023年3月期～2029年3月期）における事業ポートフォリオ戦略

として、空港内事業の強化と共に新規事業分野の開拓を推進することで、更なる成長に向けた収益基

盤を構築し、空港内外での価値を創造することを通じて持続的な成長を目指しております。そのた

め、中長期経営計画の進捗を適正に管理・評価する観点から、第１四半期連結会計期間より、セグメ

ントを従来の「不動産事業」、「熱供給事業」及び「給排水運営その他の事業」の３区分から、「空

港内不動産事業」、「空港外不動産事業」、「空港内インフラ事業」及び「その他の事業」の４区分

に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分方法により作成したものを記

載しております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　(固定資産に係る重要な減損損失)

　「空港内不動産事業」セグメントにおいて、羽田空港一丁目地区に所有する一部の賃貸用施設につ

きまして減損の兆候が認められたことから、減損判定をした結果、当該資産グループの帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失としております。

　なお、減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において、1,223,100千円であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

東京都大田区

羽田空港一丁目
賃貸用ビル等

建物 1,206,554

機械装置 16,462

その他 83

合計 1,223,100

（四半期連結損益計算書に関する注記）

※　減損損失

前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

(注)　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、事業用資産は主に空港又は地

域毎に設定された管理会計上の区分に基づいて区分しております。

　　　上記の羽田空港一丁目地区資産について、2024年11月28日開催の取締役会において決議した「羽

田空港一丁目プロジェクト」計画方針の一部決定に伴い、同地区に所有する一部の賃貸用施設につ

きまして減損の兆候が認められたことから、減損判定をした結果、当該資産グループの帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

　　　また、回収可能価額については、使用価値により測定しており、賃料及び割引率（2.5％）を踏ま

え、見積られた金額となります。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 3,588,614千円 3,637,572千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年１月30日

空港施設株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 山田　嗣也

指定社員
業務執行社員

公認会計士 桐山　武志

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている空港施設株式会社の2024年４月１日から2025年３月31

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データおよび HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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